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芝浦工業大学校友会 広島支部

◆ 日時 :令和4年 (2022年 )11月 11日 (金曜日)
18時00分～21時30分   (受 付17時30分～)

◆会 場 :ひろしま国際ホテル

所在地 :広島市中区立町3-13

電  言舌:082-248-2323
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芝浦工業大学校友会 広島支部
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受付開始 :(17時 30分～ )

1 支部総会       -18時 00分～18時25分一

〇 開会       事務局長 :佐々木健兒(工経 11970年卒)
○ 支部長挨拶    支部長  :川本 勝― (建築11974年卒)
○ 議長選出

0議 事
議案1号 令和3年度事業報告  (令和3年 10月 1日～令和4年9月 30日 )
議案2号 令和3年度決算報告  (令和3年 10月 1日～令和4年 9月 30日 )
議案3号 令和3年度監査報告

議案4号 令和4年度事業計画(案 )(令和4年 10月 1日 ～令和5年9月 30日 )
議案5号 令和4年度予算(案) (令 和4年 10月 1日～令和5年9月 30日 )
議案6号 支部役員改選 (案)  (任期 :令和4年 10月 1日～令和6年9月 30日 )
○ 開会       事務局長 :佐々木健見(工経 :1970年卒)

2.4軋h記念講演     -18時 25分～19時 25分一
〇 伊原春樹様 (元西武ライオンズ監督、広島県上下中口同北川工業高校口芝浦工業大学卒)
・講演時間(40分)タ イトル「―野球とともに一」
・質問コーナー(20分)枝 広英俊名誉教授 (野球部OB会元部長)を交えて

3.記念撮影       …19時25分～19時30分一

懇親会4 -19時30分～21時30分一
司 会  :青 木 茂 (建築 :1989年卒)
副支部長 :西本 敏幸 (土木 :1973年卒)
芝浦工業大学 名誉教授 枝広 英俊様 (建築:1971年卒)

同校友会 副会長 飯島 敏春様 (機械 :1979年卒)

同校友会 監査役 小貫 諭様 (工化修± :1977年卒)
同中国ブロック会長 沖本 光昭様(通信 :1970年卒、岡山支部長)

役員顧間 :綾田 巌 (土木:1968年卒)
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支部長挨拶

賓紹介

○ 乾 杯

(歓  談 )
○ 初参加会員紹介

○ イベント・分会紹介

○ アトラクション

◆ 抽選会

○ 校歌斉唱

○ 閉会挨拶

○ 閉 会

ハイキンク
・コ登山

音楽バンド

備後分会

哲雄 (土木 :1986年卒 )

征志 (金属 11964年卒 )

巌 (土木 :1968年卒 )

誠 (建工 :1987年卒 )

渉 (建築 :1992年卒 )

宏冶 (工経 11976年卒 )
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西浦

津村

綾田

隅田

橋本

高橋

景品として、ワイン(郷田勝弘・建築1979年卒にて醸造)と日本酒

(柄総―郎 :建設修2009年卒にて酒造)

指 揮  :家 本喜久雄(建築11970年卒)
副支部長 :大松 隆史 (建築:1980年卒)就任予定
司 会  :青木 茂 (建築:1989年卒)       以上
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議案 第1号

芝浦工業大学校友会 広島支部

令和 3年庸事業部各 (令和3年 10月 1日 ～令禾□4:年 9月 30日 )

中長期支部イメージ(支部創設40周年にむけて)

<多くの会員&豊富な実績で存在感のある広島支部>
■ 重点方策
1定期総会麟懇親会に継続可能な出席者を獲得し、持続的成長可能な支部づくり
1-1定期総会に幅広い年齢層の参加
口次年度学科別参加者数格差の改善 (土木20名 、建築系30名 、他8学科各5名 )
:→)コロナ禍での感染拡大防止の観点から積極的な参加推進活動が出来なかった
爛女性及び若年層 (50歳未満)の総会会費を低減
⇒ 次年度から女性及び50歳未満の男性会員は総会会費無料が役員会にて決定
・全学科幹事2名確保 (未就任 :機械工・金属/材料・化学/応用化・工経/情報工 )
⇒ 11学科の内、4学科が幹事2名確保出来ない、次年度継続課題
1-2支部創設40周年に向けて懇親会企画の見直し
・ 出席者全員参加型の懇親会
:⇒ 40周年記念事業として、伊原春樹様 (元西武ライオンズ監督、1971年卒)に講演依頼

2会が目的とする会員相互の親睦を図り、モチベーションを高める仕組みづくり
2-1分会及びイベント活動の活性化
口特色ある活動により、幅広い年齢層から新規会員の獲得
⇒ 新規会員として、新卒者に支部活動の紹介をしたが反応なし
=コロナ感染症対策を駆使し、新しい様式にて活動
⇒ コロナ禍での感染拡大防止の観点から積極的な活動が出来なかった

2…2支部活動のPR
・ 全会員参加型のホームページ広報
コ会員から必要とされ、愛されるホームページづくり
⇒ 事務局が細部にわたって構成し、質量とも他支部に誇れるHPが出来ている

■ 年間活動計画
1支部主要行事の開催
口第40回定期総会・二次会     令和3年 11月 12日 (金 )開催、33人出席
⇒ 総会議事 :令和2年度事業・決算・監査報告、令和3年度事業計画 (案 )・ 予算 (案 )は

全て承認されました。
・備後分会            令和4年 9月 6日 開催、12人出席
⇒ 分会議事 :役員改選他全て承認され、鈴木研介名誉会員「偲ぶ会」も同時開催

2イベント
・各イベント活動状況は別紙 (P3/9)の通り
3役員会
"開催の日時、議事内容は別紙 (P.4/9)の通り
4支部外校友会行事の参加
・全国定期総会口懇親会 令和4年 6月 11日 (土 )川本支部長出席
コ常任幹事会     年間4回   コロナ禍によるリモート会議には全て不参加
籠中国ブロック会    年間1回   コロナ禍で取止め
薔中国地区他支部定期総会・懇親会  コロナ禍により、各支部からの出席を控える
5本学、後援会へのサポート
=父母懇談会 (9月 開催予定)はコロナ禍により、昨年同様にオンライン形式で実施する
ことになり、父母とOB(広島支部校友生)との交流会は中止となりました

以上
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芝浦工業大学校友会 広島支部

室延墨塵生塑量菫蛙璽墾國回窒

イベント
/担当者

計画 実 施 (202110」 ～2022.9.30)

時期 月 日 場所 参加数 実 施 状 況

コ

ル

フ

/

西

浦
1寿

雄

2021年

2022年

10月

5/28

(土 )

白
EEL

湖
C
C

竹原CC 取止め

14人

コロナ感染防止対策の観点から取止め

第26回ゴルフコンペ(春季)を参加者14名 が2年半年ぶりに無事開催
することができました。当日は絶好のゴルフ日和に恵まれ、楽しい一
日となりました。栄えある優勝者は今回初参加の舛田孝宏さん(健エ
04年卒)がスコア94で優勝されました。準優勝は三井聡さん (土木95
年卒)がスコア88にて、3位には門田幹夫さん(機械Ⅱ75年卒)がスコ
ア87にて受賞されました。なお、優勝者の舛田孝宏さんは、ニアピン
賞・大波賞も受賞され、一方で、支部長の川本勝一さんはベストスコ
アー :85であったものの、ハンディに恵まれず4位に甘んじ、残念なが
ら副賞も含め受賞商品無しの立場となつてしまいました。
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8人

取止め

取止め

取止め

前日になつて風が強くなるとの予報のため、取止めとなりました

「2022年春季船釣り大会」は波が高く取止めになりました

連日の猛暑。釣り当日は、雨が心配の空模様。しかし、うれしい誤算。
予想は外れ、海はべた凪。雨にも合わずの絶好の釣り日和となりまし
た。アジを中心とした五目釣りです。歓声が上がり、1投 目から順調に
釣れ出して…。終わつてみれば、タイ、アジ、メバル、ホゴメバル、キ
ス、ベラ、カワハギ、ウマズラハギ、まさに五日釣り。釣果としては、も
う少しという感じでしたが、ゆつたりと陽を浴びながら時が過ごせた1日
でした。

台風が直撃のため、取止めとなりました
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3月

6月

9月

千

歯塁
轟堅
育

少

3人

取止め

取止め

人数は少なかつたのですが、それだけ対戦回数が増え、疲れた1日と
なりました。私 (佐々木)の戦績は冴えず、置き碁させてもらつて1回だ
け勝つことができました

コロナ感染防止対策の観点から取止め

コロナ感染防止対策の観点から取止め

コロナ感染防止対策の観点から取止め
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2022年

10/23

5/14
(土 )
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ク
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8人

7人

今回は山頂付近に真言宗別格本山極楽寺があり、古くから霊山とさ
れた極楽寺山へ登りました。天候にも恵まれ朝10時 30分廿日市駅出
発、駅前のスーパーで食料品と飲料を購入し、いざ山へ。道中には石
仏や距離を示す丁石があり、江戸時代からある登山道の歴史の吉さ
を感じることができました。山頂付近からは瀬戸内海の眺望が楽し
め、心地よい疲れを感じながら、極楽寺へお参り後は山頂へ向かいま
した。しかし、山頂は木に囲まれ展望も開けていないため、蛇の池ヘ

移動し昼食をとり帰路へ。そして16時過ぎに到着後、廿日市駅付近の
居酒屋で無事帰還を祝し、慰労会を開き解散となりました。

今回は戦前の海軍兵学校から江田島海上自衛隊の今も心身鍛錬の
道場として、兵士や隊員が登つてきた古鷹山と連なるクマン岳へ登り
ました。数年前の集中豪雨で登山道が崩れ途中で迷うハプニングあ
り、連続階段あり、鎖やロープのある急斜面ありと古鷹山山頂到着ま
でなかなかハードな登り道でした。やつと山頂に到着し瀬戸内海の眺
望が楽しんでいると、なんと旭日旗が立ててありました。そうなんで
す、ここは海軍そして海上自衛隊ゆかりの地ですから。昼食を終え次
はクマン岳へ向かいます。クマン岳も古鷹山に負けず劣らず素晴らし
い眺望でした。それにしてもクマン岳に向かうまで、更にはクマン岳を
過ぎても縦走路はアップダウンを繰り返し、縦走路からの下り道も傾
斜がきつく標高400mに満たない割には歩きごたえのあるハイキング
コースでした。

橋 ン音
本 ド楽
渉 /バ
2021年 11/12

」■
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===:覇
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ル
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取止め
定期総会・懇親会での演奏を予定していましたが、コロナ感染拡大防
止の観点から取止めになりました。2022/11/11第 41回定期総・懇親
会も同様に取止め予定。
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芝浦工業大学校友会 広島支部

開催日 開催名 担当
主な議題

(本学、校友会本部報告、常任幹事会、中国ブロック会他の
恒例報告以外)

1/25

(火 )

第1回

役員会/

新年会
新型コロナ感染拡大により取止め

3/22

(火 )

第2回

役員会

1令和3年度役員会出席者リストと年間スケジュール説明

支部長 令和3年度重点方策の説明

1支部創設40周年記念事業について

事務局 回定期総会・ 次会実施状況報告

会計  1第40回定期総会口二次会の精算と予算状況報告

イベント担当 1令和3年度活動報告と今後の予定

6/7
(火 )

第3回

役員会

支部長
:令和3年度重点方策に対し、実施に向けて

部創設40周年記念事業について

事務局  1第 41回定期総会・懇親会 (原案)及び二次会次第 (原案)の説明
:・

担当学科 懇親会について建築・建築工学科幹事から実施要領 (案)説明

イベント担当 1令和3年度活動報告と今後の予定

8/2

(火 )

第4回

役員会
新型コロナ感染拡大により取止め

9/7(水 )
第5回

役員会

支部長
1令和3年度重点方策の確認・検証と次年度重点方策の決定
:・

設40周年記念事業の決定

事務局 総会・40周年記念事業・懇親会の開催要領に決定

会計  1令和3年度決算報告と次年度予算(案 )の決定

担当学科 :懇親会のついて建築・建築工学科幹事から実施要領説明

11/11

(金 )
ロ 総会・支部創設40周年記念事業・懇親会第41

4/9

当量塁塁崖■難≧量塾菫重



議案 第2号、3号

芝浦工業大学校友会 広島支部

令和3年度 一般会計 収支決算 (令和3年10月 1日～令和4年9月 30日 )

今期実質収入
(前期繰越金を除く)

524,711 593,010

費 日 予算額 決算額

前期繰越金 799.289 799:289

3∞.000会員年会費・寄付金 369ρ00

0 0

40,000 40,000

184=000 184,000

総会費

224,0100 224,α30

その他 711 10

収入の部  計 1,3240Ю0 1,392,299

費 目 予算額 決算犠
前年度からの繰越金 500.000 500.000

特別会計から繰出金 3 0
一般会計から繰入金 0 0
特別会計の部  計 5∞,0∞ 500,000

費目 予算額 決算額

50,000 50,694

60,000 55,742

3Q000 27,000

134,036

行事費

曇
ロ
Л
．

140,000

50,000 40,150

20,000 2,154

20,000 7,594

20,000 26,774

20,000 0

囲 碁

ル フ

壁 山

音楽バンド

イベント
活動費

130,000 76,672

14,045役員会議費 110,000

37,000 38,000

060,000

!校友会本部
|(定期総会 )

椰百ヲ扇万
~

狸盤____
小計

支都外
行事費

97,000 38■00

5β5010,000

7,19010,000

10,000 3,750

20,000 22,530

事務費

38,820

20,000 26,533

20,000 19,922

40.000 46,455

・慶弔費

その他

計 (A) 567,(X〕 D 348,028

芝浦工業大学校友会広島支都

会計監査役  宝蔵寺保<曇

1日令和3年(

令和4年 10年 11日

30
いず日

るヽと認めます。

L金   (3) 757,0001 1,044,271

(0
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議案 第4号

芝浦工業大学校友会 広島支部

金璽墨墨重量 量:土画.豊証 :金:五:L:笙 10月L日 γ令和5年 9月 30日 )

中長期支部イメージ

<多くの会員&豊富な実績で存在感のある広島支部>
■重点方策
1定期総会・懇親会に継続可能な出席者を獲得し、持続的成長可能な支部づくり
1-1定期総会に幅広い年齢層の参加
・次年度学科別参加者数格差の改善(土木20名 、建築系30名 、他8学科各5名 )
・全学科幹事2名確保 (未就任 :機械工・金属/材料日化学/応用化・工経/情報工)

2会が目的とする会員相互の親睦を図り、モチベーションを高める仕組みづくり
2-1分会及びイベント活動の活性化
コ特色ある活動により、幅広い年齢層から新規会員の獲得

2…2支部活動のPR
・ 全会員参加型のホームページ広報
口会員から必要とされ、愛されるホームページづくり

■ 年間活動計画

1支部主要行事の開催
・第41回定期総会・記念事業・懇親会 令和4年 11月 11日 (金 )
・備後分会            令和5年 8月 頃予定

2イベントの開催
・ゴルフ
ロ釣り
壼囲碁
ロハイキング・登山
・音楽バンド

3役員会の開催
・役員28名 +オブザーバー3人

4支部外校友会行事の参加
・全国定期総会・懇親会
・常任幹事会
・中国ブロック会
・中国地区他支部定期総会壼懇親会

5本学、後援会へのサポート
ロ父母懇談会

年間5回  1、 3、 5、 7、 9月 予定

令和5年6月上旬予定

年間4回  12、 3、 5、 7月 予定
年間1回予定

各支部 年間1回

令和5年 9月 頃予定

年間2回

年間2回

年間4回

年間2回

年間3回

11月 、5月 頃予定

3月 、9月 頃予定

12、 3、 6、 9月 予定

10月 、5月 頃予定

随時

０
）

′
／
ハ
０

以上



議案 第5号

芝浦工業大学校友会 広島支部

今期実質収入 974,010 593,010

菫鐘1聖L墨豊=重[墨塾藝 =」〔塗L塾幽[塾塑 =量E≧:塗ユl璽]壁=ユξ旦[⊇=

費 目 予算額 前年度

前期繰越金 1,044,271 799,289

会員年会費・寄付金 368,000 369,000

330,000 0

50,000 40,000

226,000 184,000

総

会

費

小計 606,000 224,000

その他 10 10

収入の部   計 2,018,281 1,392,299

費 目 予算額 前年度
前年度からの繰越金 500,000 500,000

か 0 0
一般会計から繰入金 0 0

特別会計の部  計 500,000 500,000

費 目 予算額 前年度

50,000 50,694

745,000 55,742

30,000 27,600

行
事
費

ヽ

備後分会

内通信

業/懇親会

/普ロ/口し

825,000 134,036

50,000 40,150

20,000 2,154

20,000 7,594

20,000 26,774

20,000 0

20,000

イ

ベ

ン
ト

活

動
費

′lヽ 150,000 76,672

役員会議費 0,000 14,045

38,000 38,000

60,000 0

支

部

外

行
事

費

小 98,000 38,000

10,000 5,350

10,000 7,190

10,000 3=750

20,000 22,530

事

務

費

小計 50,000 38,820

20,000 26,533

20,000 19,922

そ

の
他

40,000 46,455

計 (A) 1,273,000 348,028

金 (B) 745,281 1,044,271
′ヽヽ
′ヽノ 0 0

の I(A)+(B)+(C)
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会員参加費

来賓祝い金
ゴルフ

囲碁

魚釣り

登 山

音楽バンド

ゴルフ

ロ

事務用品

名簿、印刷

内以

餞別・慶弔

雑費



議案 第6号

芝浦工業大学校友会 令和4年度 広島支部組織図(案 )
(令和4年 10月 1日 ～令和6年 9月 30日 )

※ 青木一義 (学科幹事・分会会長代理を兼務)
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令和4年 10月 1日現在島支部

支部長

副支部長

副支部長 *

(建築 :1974)

(土木 :1973)

(建築 :1980)

相談役   立木  貢  (土木 :1968)

大松

本

本

川

西

勝―

敏幸

隆史

顧間

綾 田

務局

事務局長 (工経 :1970)

(電子 :2015)

佐々木健児

拓也

高橋 宏治

門田 幹夫

(工経 :1976)

(機 Ⅱ:1975)

(工 :1

ノゝ
アヽ

*青木 ―

△  F
==
副会長

計幹事

山 雅也 :1996

宝蔵寺保典 (機工 :1972)

計監査役

* (機 Ⅱ:1971)

機械工

(正 )

(副)○ 児玉

機Ⅱ/機能

(正)別 所
(副)本 郷

金属/材料

(正)増 田
(副 )

工業/応用化

(正)青 木
(副 )

電気

(正)*池原
(副)山 野

通信

(正)西 原
(副)山 台

電子

(正 )

(冨1)

土木

(正 )

(冨il)

建築

(正 )

(冨1)

建築工

(正 )

(冨1)

工経/情報工

(正 ) 吉村 俊夫 (工経 :1975)

(機工 :1991)

(金属 :1982)

(工修 :1976)

(機Ⅱ:1978)

(機Ⅱ:1985)

(電気 :1985)

(電気 :1985)

(通信 :1990)

(電修 11994)

福元 勇次

青木 泰浩

(電子 :1975)

(電子 :1987)

西浦 哲雄

新宅 清人

(土木 i1986)

(土木 i1981)

青木  茂
橋本  渉

(建築 :1989)

(建築 :1992)

山

田

永

舛

文貝:1(建工 :1990)

孝宏  (建工 i1992)

正和

徹昭

均

千尋

―義

注
=′

「
:一

英哉

誠

倫安

吉岡 範明

鈴木 保次

岡本 嘉行

(機工 :1959)

(電気 11957)

(建築 :1959)

誉顧問

名誉会員

(金 196

(土木 :1948)北崎 直水
」L
′Cい

イベント担当

ゴルフ

囲碁

釣り

ハイキンク
゛

音楽バンド

津村

綾田

隅田

橋本

翻
誂
巌
誠
渉

(土木 :1986)

(金属 :1964)

(土木 :1968)

(建工 :1987)

(建築 :1992)

西浦

※ 口*印は就任、 ○印は新任役員



芝浦工業大学校友会 広島支部

皇量生」堕菫童墾壁塵重≧二塁量塗≦墾塁菫塾重墨量量重主 11

初 参加 (イベント担当) (科幹事 )
永山文則隅田誠

建工87

足利正論
建工83

山上聖司
建工77

建工90
(会計幹事 )
福山雅也
建修 96

(科副幹事 )
舛田孝宏
建工92

19

(科幹事 )
青木 茂
建築89

齊藤伸幸
土木98

(科副幹事
橋本渉
建築92

)

司会者> 繁岡秀憲
建工84

原 正
建工81

藤川 伸
建築91 山本睦仁

建築92
家本喜
建築

大原宗和
久雄  建工73
70

日 ヽ
コE口こノ 谷 口

鞠
囃
舗

僻
謝
ェ

IE 75

(事務局長 )
佐々木健見
工経70

日雪
ロユ

刀ヽ

子
之輔
76 Ｅ

０
７
′

片平信彦
土木94

郷田勝弘
建築79.

(備後分会会長 )
高橋宏冶
工経76

松下英司
建築 81

久保田和雄
工経 76 山本秀樹

工経77

徳
９麟蜘

４
メ

石井廣記
建築72

(事務局 )
大松隆史
建築80

(科幹事、分会事務局 )
青木―義       石田 浩
化修76       金属66

佐伯達郎
建修83

(名誉顧問
岡本嘉行
建築59

(役員顧間 )
)綾 田 巌
土木68

吉野泰弘
建築80

宇都富嗣記
電子75

(名誉教授 )
枝広英俊
建築71 (校友会監査役)

小貫 諭
化修77
長 )

(科幹事 )
青木泰浩
電子87

(事務局 )
松野拓也
電子 15

(支部長 )
川本勝― (校友会副
建築74 飯島敏春

機械79

△
7=

川

安田収作
電気64

(科副幹事
新宅清人
土木 81

)

(講演者 )
伊原春樹
工経 71

若松 実
工経72(

中川孝己
工経72

副支部長
西本敏幸
土木73

)

二階堂稔彦
土木 81

(中国プロ
藤原 寛
土木87

山下文章
土木86

(科副幹事 )
山野英哉
電気85

田中地英記
機 Ⅱ65

占部泰三
土木86

長崎宏芳
電子65

東 平和
土木86

清田恒次
電気72米田啓治

機■71 」ビ
′じヽ

下久爾 朗
機工 71

(会計監査)   (副 支部長 )
宝蔵寺保典    神明車紀
機工72     機Ⅱ71

岩城富士大
電気68 (科幹事 )

別所徹昭
機Ⅱ78

(科副幹事 )
山台倫安
電修 94

三
５

生
口
ｏ
，ｏ腑醸

91
(科幹事 )
西原 誠
通信 90(科副幹事 )

本郷 均
機 Ⅱ85

冒
―
昌

参 加

初 参加
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